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会場：明野図書館 視聴覚室 

 

 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：１０月１１日（火）  

午前１１：００～ 

大人向けの音読会です！ 

もちろんお子さんも参加できます☆ 

今月は、『宮沢賢治』がテーマです。 

脳と心に刺激を与えましょう！ 

タイトル文字：滝平二郎 

 

毎週水曜日は視聴覚室開放 DAY♪ 

（午前９：００～午後５：００まで） 

【幼児向けおはなし会】 

１０月１２日、２６日⇒午前１０：００～ 

１９日⇒午前１１：００～ 

 

≪図書館スタッフ≫ 

いつ：１０月１日（土） 

時間：午前１１：００～ 

≪「やまびこ」さん≫ 

日時：１０月１６日（日） 

時間：午後３：００～ 

 

いつ：１０月２２日（土） 

時間：午前１０：３０～１１：３０ 

内容：上映：『ぼくは王さま』 

紙芝居の読み聞かせ 

 
お～いで♪おいで♪ 

待ってるよ～！！ 

日時：１０月１０日（祝月） 

午前１０：００～午後４：３０ 
内容：①図書館の使い方ツアー（全６回、各回２名程度） 

②インターネットサービス体験（全３回、各回５名程度） 

※①も②も１回１５分程度です。 

各回、参加無料・先着順となります。事前お申し込みは不要です。

日程の詳細は館内ポスター、ちらしをご覧ください。 

体験会に参加して、図書館をさらに便利に利用しよう☆ 

 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：１０月２９日（土） 

    午後２：００～４：００ 

今年もハロウィンの季節がやってきた♪ 

楽しいお話や歌が待ってるよ。 

仮装での参加も 

だいかんげい 

で～す☆ 

長期休館のお知らせ 
特別整理期間→１０月３日（月）～１０月７日（金） 

期間中は市内のすべての図書館が休館となります。 



 

－くらしに生かそうみんなの図書館－                    

明野図書館        ℡:0296-52-2466  http://library-city-chikusei.jp/

コラム No.3５０ 
 

 
慰霊の旅 －戦争でなくなった父への想い－ 

君島 悦子 

 

 昭和 17年 6月 5日 ミッドウェー海戦で父は亡くなりました。空母「蒼龍」と共に海に眠っています。 

 ミッドウェー・ハワイ慰霊の旅を知ったのは、偶然職場に流れていたラジオからです。作家澤地久枝様

の呼びかけに耳を傾けました。〆切は 3 月末日、募集人員の 300 名に達せず、出航が危まれると。残され

た時間は一か月、澤地久枝様の御住所を、急ぎ、当時詩の指導をして下さっていらした桐原光明先生を頼

りました。そのお蔭で、澤地久枝様と連絡がとれ、折返し速達で案内書と申し込み用紙が届けられました。 

 父の最後の地の慰霊には船旅以外にありません。家族の代表として参加を決めました。出発までの慌さ

は言うまでもなく、戸惑いながら準備に追われました。 

 船は約１万トンの「にっぽん丸」、昭和 61 年 6 月 2 日より 6 月 15 日までの船旅に出港、最少 300 名に

ならず 152名で船出が出来たのは、私財を投げ打たれた大阪の平原正広様の御尽力の賜だったのです。 

 赤道を経て着いたミッドウェーの海は、ここに激しい戦いがあったことなど微塵もなく、静かな蒼い、

深い海でした。父の眠るこの海に亡き母がくるべきでした。父の故郷の墓には爪と髪のみ、父のすべてが

ここには眠っているのです。 

 慰霊祭には 7日、重巡「三隅、最上」の、8日、空母「飛龍、赤城、加賀、蒼龍」各艦の沈没海域に時間

と位置を合わせながら慰霊祭を営みました。「にっぽん丸」は「三顧の礼」にちなみ、「長三声」と共に

旋回します。その度に供花、供物を海に捧げます。引きこまれそうな青いうねりです。私も父の好物だっ

たようかんを持参し、ちぎりながら蒼い海に供えました。10 歳で別れた父を思い浮かべながら。最後に沈

没海域の海底に、観音堂「海交寺」を建立鎮座し、5千米の海底に眠る戦死者たちが自由にお参り出来るよ

うにとの願いがこめられています。すべての慰霊が終わりミッドウェーの海を後にしました。「にっぽん

丸」の航跡に甲板から皆、「帽ふれー」と手を振って別れを惜しみました。 

 広い、広い海です。地球の丸さをはっきりと認識出来た船の旅でした。海は日本に続いています。地球

はひとつ、どの国とも平和に手を組めたなら、慟哭などない世界になるでしょう。すべての人々がそれを

希んでいることなのですから。 

 

 南洋に戦死した父を想う歌２首 

 

 南溟に散りたる父の墓処には 

        母に委ねし爪と髪のみ 

 

 父よりのわれに宛たるカナ書きの 

        手紙に遺る「オクニノタメニ」 

（きみじま えつこ／桜川市在住 詩・歌人） 


